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源 ：「小学生の音楽3」鑑賞CD/教育芸術社） (DV 
D: 「小学生の音楽鑑賞鑑賞資料 3年郷土の音楽／
監修：教育芸術社」） (DVD: 「日本の祭り」 NMD-












































































































































































だけを書くワークシー ト （図 1)を使用したので，誰
もがいくつもの種類の旋律をつくることができた。
④個々でつくった旋律をつなげてまとまりのある旋律
にすることを課題としたが，「まとまり」にあまりこだ
わる必要はなかったように感じた。西洋の音楽ではな
く日本の音楽であることや， 3つの音を使って同じリ
ズムでつくった 2小節の旋律であることを考えると，
「まとまり」をもたせることに少し無理があった。五
線譜カード（固 2) を用いたことは，旋律の流れが音
符から見て取れるため，旋律をつなげる活動の際に効
果的であった。
⑤旋律の「続く感じ」と「終わる感じ」に気付かせよ
うとしたが，考察④と同様に無理があった。 1学期か
ら取り組んできたリズムリレーのリレーパターンを取
り入れて旋律をつなげるなど，旋律をつなげる方法は
他にも考えられた。
⑥もっと最後まで子どもたちが主体となって「おくや
まばやし」を完戎させることができれば良かったが，
図5にあるように，自分たちでつくった音楽を多くの
人達に聴いてもらえたことは大きな喜びであったよう
である。「やりたい」 「できるようになりたい」という
思いから休憩時間にも一生懸命に楽器を練習する子ど
もの姿が見られ，技能的に難しい箇所も克服すること
ができていた。
5 成果と課題
音楽づくりは，子どもたちにとって学習の見通しが
もちにくく ，つくった音楽を演奏できてこそ充実感や
達成感が味わえる。そのため，創意工夫の力だけでな
く，表現の技能も必要となってくる。今回は，即興的
なリズム遊びであるリレー演奏を常時活動として長期
的に行ったことによって，音楽と音楽をつないだり，
拍の流れにのって演奏したりする基礎的な力を自然に
積み重ねられていたことが子どもたちの様子から明ら
かになっt4また，鑑賞と音楽づくりを関連付けて題
材計画を立てたことや，ワークシートの工夫などによ
って，子どもたち一人一人がお囃子の魅力に気付き，
意欲的に諷題に向き合うことができtc.o特に，音楽づ
くりの前に鑑賞を行ったことによって，おI囃子の魅力
や味わいを子ども自身が見出すことができ，おl雅子づ
くりへのイメージを広げる結果となった。
個々につくった旋律をつなげてクラスで一つの音楽
にする活動では，「自分たちでも音楽がつくれる」とい
う充実感や達l如惑を味わわせられた。今回， 「おくやま
まつり」で演奏発表する場を設定し，多くの人達の前
で演奏したことも子どもたちに大きな自信をもたせ，
次への意欲へと繋げられたと考える。
発表の場を設けることでたくさんの成果は得られる
が，時間的な制約もあり ，準備が大変であった。担任
教諭をはじめ，多くの先生方の力を借りてできること
であると改めて実感している。
子どもたちが思いを膨らませ，「したい」と思える音
楽活動を展開するのは容易ではない。しかし，「音楽を
つくるのが楽しかった」 「みんなに表現を聴いてもらえ
てうれしかった」など， 一人一人が教材（音楽）と向
き合い，生き生きと音楽活動をする子どもたちの姿を
目指して，これからもさらに研究を進めていきたい。
参考文献
・文音1坪斗学省 国立教育政策研努所 (201)信判訛規雖切
作成評価方法等の工夫改善のための参考資料 【4洋校
音楽】」 教育団坂
・教芸音楽研究グループ(2013) 「子どもの工夫が見える
音楽づくりの事例集」教育芸術社
・村山二朗(2011)「日本の祭り 笛 ・太鼓名曲集」音楽
之友社
- 94-
